
東京内科医会学術講演会

共催：東京内科医会 ヤンセンファーマ株式会社

プログラム

17:05～18:05

ホテルニューオータニ東京 「鶴 東の間」
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町４−１ TEL:03-3265-1111

2014年4月26日（土） 17:00～19:10日 時

会 場

東京内科医会 理事 鳥居 明座長

演者2

C型慢性肝炎治療の新たな展開
～新規抗ウイルス薬における当院の市販後成績を踏まえて～

国家公務員共済組合連合会 虎の門病院
分院長 熊田 博光 先生

演者1
広島大学 大学院医歯薬保健学研究院
教授 田中 純子 先生

肝がん制圧をめざした肝炎ウイルスキャリア対策
～疫学的視点からみた検討～

18:05～19:05

東京内科医会 理事 黒瀬 巌座長

【総合司会】 東京内科医会 常任理事 石川 徹

【開会挨拶】 東京内科医会 会長 菅原 正弘
≪17:00～17:05≫

【閉会挨拶】 東京内科医会 副会長 清水惠一郎
≪19:05～19:10≫ 

＊日本医師会生涯教育制度参加証「2単位」を取得できます
カリキュラムコード（11, 12, 13, 22)

＊日本臨床内科医会認定医・専門医制度4単位
＊参加費は無料です
＊本会終了後、情報交換会を予定しております



熊田
く ま だ

博光
ひろみつ

 先生 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 分院長

1972年岐阜大学医学部卒後、同年より虎の門病院病理学科、1977年同病院消化器科へ。
2004年同病院副院長を経て2007年から現職。ウイルス性肝炎の診断と治療を専門とし、多数の肝炎治療
に関する厚生労働省研究班班長を歴任される。現在、「科学的恨拠に基づくウイルス肝炎診療ガイドライン
の構築に関する研究班」班長として、日本の肝炎治療を主導する第一人者である。

【【【【主な役職主な役職主な役職主な役職】】】】
・日本肝臓学会理事 ・日本消化器病学会財団評議員 ・宮川庚子記念研究財団理事・企画委員
・ウイルス肝炎研究財団理事・企画委員 ・沖中記念成人病研究所研究委員
・明治薬科大学大学院客員教授 ・西安第四軍医大学客員教授
【【【【厚生労働省研究班厚生労働省研究班厚生労働省研究班厚生労働省研究班】】】】
「C型肝炎ウイルスの感染者に対する治療の標準化に関する臨床的研究班」班長 (H14～15年度)

「診断群分類の妥当性に関する調査研究班」班長(H16年度)

「B型及びC型肝炎ウイルスの感染者に対する治療の標準化に関する臨床的研究班」班長(H16～18年度)

「肝硬変を含めたウイルス性肝疾患の治療の標準化に関する研究班」班長(H19～21年度)

「ウイルス性肝炎における最新の治療法の標準化を目指す研究班」班長(H22～24年度)

「科学的恨拠に基づくウイルス肝炎診療ガイドラインの構築に関する研究班」班長」(H25年4月～) 

【【【【主な学外委員主な学外委員主な学外委員主な学外委員】】】】
薬事・食品衛生審議会専門委員（H17年） 生物由来製品感染等被害判定調査委員（H17～24年）

保険医療専門審査員（H18～24年） 肝炎治療戦略会議委員（H20年）

肝炎対策推進協議会委員（H22年） 医薬品医療機器総合機構専門委員（H25年）

【【【【主な著書主な著書主な著書主な著書】】】】
「ここまできた慢性肝炎の治療」：ソフトバンク 「まるごと一冊肝臓の本」：日本アランニングセンター
「肝臓病健康な肝臓をとり戻す」：法研 「肝臓の病気が気になる人へ」：講談社
「C型肝炎を治す」:講談社 「肝臓がよくなる本慢性肝炎から肝ガンまで」 ほか多数

田中
た な か

純子
じゅんこ

 先生 広島大学 大学院医歯薬保健学研究院 教授

1980年3月、お茶の水女子大学理学部卒業後 広島大学医学部衛生学講座に入局。ミネソタ大学留学を
経て、2009年より現職。肝炎・肝癌疫学研究の第一人者。

厚生労働省の肝炎対策推進協議会委員、肝炎・肝癌プロジェクト研究センターのセンター長を務め、各地
で肝炎対策やウイルス検査の重要性など幅広くご講演されている。

【【【【主主主主な役職な役職な役職な役職】】】】
・日本肝臓学会 評議員
・日本疫学会 評議員
・日本衛生学会 欧文誌編集委員
【【【【主な学外委員主な学外委員主な学外委員主な学外委員】】】】
・厚生労働省 肝炎対策推進協議会 委員
・厚生労働省 医薬食品局 薬事・食品衛生審議会 専門委員
・国立国際医療センター 肝疾患情報提供検討委員会 委員
・公益財団法人 ウイルス肝炎研究財団 評議員
【【【【資格資格資格資格】】】】
・日本予防医学会 認定予防医学指導士
・日本公衆衛生学会 認定専門家
【【【【主な著書主な著書主な著書主な著書】】】】
「現在の肝がん検診の問題点とこれからの検診計画 がん検診計画ハンドブック」：（南江堂）
有効性評価に基づく胃がん検診ガイドライン. 平成17年度厚生労働省がん研究助成金
「がん検診の適切な方法とその評価法の確立に関する研究」2006. 厚生労働省
有効性評価に基づく大腸がん検診ガイドライン.平成16年度厚生労働省がん研究助成金
「がん検診の適切な方法とその評価法の確立に関する研究」2005. 厚生労働省


